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個
人
賠
償
責
任
共
済

　

自
転
車
事
故
の
高
額
賠
償
事
例
が

相
次
ぐ
中
、
大
阪
府
条
例
に
よ
り
２

０
１
６
年
７
月
か
ら
自
転
車
保
険
の

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

個
人
賠
償
責
任
共
済
で
は
、
よ
り

安
心
な
共
済
制
度
と
す
る
た
め
に
、

２
０
１
８
年
４
月
１
日
効
力
開
始
の

契
約
か
ら
、
最
高
賠
償
額
を
１
億
円

か
ら
２
億
円
に
増
額
し
、
掛
金
を
１

２
０
０
円
と
し
ま
す
。

　

個
人
賠
償
責
任
共
済
で
は
、
自
転

車
の
賠
償
事
故
へ
の
対
応
は
も
ち
ろ

ん
、
階
下
へ
の
水
漏
れ
損
害
な
ど
、

日
常
の
く
ら
し
で
突
然
起
こ
っ
て
し

ま
う
賠
償
事
故
に
も
対
応
。
示
談
代

行
付
で
す
。

　

組
合
員
本
人
の
加
入
で
、
同
居
の

親
族
と
別
居
の
未
婚
の
子
ま
で
補
償

さ
れ
ま
す
。

　

年
１
回
の
募
集
時
期
を
逃
さ
ず
、

個
人
賠
償
責
任
共
済
の
加
入
で
、
日

常
生
活
の
賠
償
事
故
に
備
え
ま
し
ょ

う
。
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■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
も
受
け
、
体
調

に
は
十
分
気
を
つ
け
な
が
ら
、
冬
を
楽
し
ん
で
乗

り
越
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　

谷　

真
衣
さ
ん
（
大
阪
府
職
労
）

■
定
年
60
歳
か
ら
年
金
受
給
の
62
歳
ま
で
の
空
白

の
２
年
間
も
よ
う
や
く
ゴ
ー
ル
が
見
え
て
き
ま
し

た
。

　
　

上
野　

義
弘
さ
ん
（
大
阪
府
職
労
）

■
選
挙
が
終
わ
る
と
、
政
治
家
の
あ
り
え
な
い

「
暴
言
」
が
目
立
つ
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
　

乗
鞍　

弘
仁
さ
ん
（
八
尾
市
職
労
）

■
い
く
ら
募
集
し
て
も
人
手
不
足
が
解
消
さ
れ

ず
、
つ
い
に
「
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
て
！
」
と
の
お
願
い
（
？
）
が
来
た
。
お
願
い

さ
れ
て
も
な
ぁ
〜
。
こ
の
先
い
っ
た
い
ど
う
な
る

の
？

　
　

信
田　

由
美
さ
ん
（
吹
田
関
連
労
組
）

■
人
員
が
足
ら
ず
、
２
年
後
に
職
場
の
半
分
が
民

間
委
託
に
な
り
ま
す
。
来
年
度
は
３
分
の
１
の
民

間
委
託
で
す
。
や
り
き
れ
ま
せ
ん
。
非
常
に
残
念

で
す
!!!

　
　

草
場　

治
美
さ
ん
（
大
東
市
職
労
）

　

ワ
ク
内
に
今
年
の
エ
ト
（
イ

ヌ
年
）
に
ち
な
ん
で
18
か
所
に

犬
の
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
部
分
は
意
味
に
関
係

な
く
ケ
ン
ま
た
は
ワ
ン
と
読
み

替
え
て
く
だ
さ
い
。
パ
ズ
ル
を

解
い
た
の
ち
、
Ａ
〜
Ｌ
の
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
て
で
き

る
言
葉
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

（
タ
テ
と
ヨ
コ
で
読
み
方
が
異

な
る
個
所
も
あ
り
ま
す
）

ヒ
ン
ト
：
平
和
憲
法
を
制
定
し

た
決
意

 

出
題
者
：
山
本
汎
昭
さ
ん

タ
テ
の
カ
ギ

❶ 

山
林
で
木
を
伐
る
こ
と
を
職

業
と
す
る
人

❷ 

国
が
管
理
す
る
道
路
↓
国

道
。
県
↓
？

❸ 

際
立
っ
て
目
に
つ
く
。
増
加

の
傾
向
が
○
○
○
○
だ　

❹ 

人
の
○
○
○
も
素
直
に
聞
こ

う

❽ 

一
つ
の
操
作
で
極
度
に
簡
単

に
済
む
こ
と

10
へ
り
く
だ
る
こ
と

12
知
能
・
身
体
・
品
質
○
○
○

13 

依
頼
さ
れ
た
事
柄
一
切
の
権

限
。
○
○
○
○
大
使

16
県
の
政
治
↓
県
政
、
市
↓
？

18
脳
下
垂
体
に
同
じ

19 

危
険
を
冒
す
こ
と
。
ト
ム
・

ソ
ー
ヤ
ー
の
○
○
○
○

20
雨
の
降
る
こ
と
。
○
○
○
量

21 
あ
る
範
囲
内
で
金
銭
の
代
り

に
通
用
さ
せ
る
券

24 

余
裕
の
あ
る
こ
と
。
経
済
的

な
○
○
○　

27 

か
た
く
守
る
こ
と
、
○
○
○

○
を
誇
る
内
野
陣　

29 

受
験
者
に
対
面
し
出
題
す
る

人
、
ま
た
試
験
監
督

30
犬
小
屋

32 

大
切
な
用
件
。
取
り
あ
え
ず

○
○
○
○
の
み
報
告
し
ま
す

33 

危
険
を
冒
し
て
実
地
を
探
る

こ
と
。
無
人
島
の
○
○
○
○

34 

検
察
官
の
旧
称
。
○
○
○
と

弁
護
士
と
の
論
争

35 

○
○
○
と
事
故
と
の
両
面
で

捜
査
中ヨ

コ
の
カ
ギ

❶ 

マ
ラ
ソ
ン
を
途
中
で
○
○
○

す
る

❷ 

犯
罪
の
疑
い
。
○
○
○
が
か

か
る

❸
硬
貨
１
枚
の
意　
　

❺
喜
び
と
怒
り
。
○
○
哀
楽

❻ 

観
点
。
大
局
的
な
○
○
○
に

立
つ

❼ 

○
○
○
を
む
さ
ぼ
る
悪
徳
業

者
❾ 

野
球
で
右
投
げ
の
投
手
。
左

腕
の
対

11
予
知
。
革
命
を
○
○
○
す
る

14
腐
っ
て
も
○
○

15 

は
ば
む
こ
と
。
病
気
の
進
行

を
○
○
す
る

17
血
気
○
○
○
な
若
者

19 

没
書
。
小
説
を
寄
稿
し
た
が

○
○
に
な
っ
た

20 

何
事
か
が
あ
っ
た
あ
と
。
○

○
○
○
を
と
ど
め
る

22
白
鳥
を
英
語
で
言
う
と

23 

雨
の
降
る
中
。
○
○
○
○
に

か
か
わ
ら
ず
決
行
さ
れ
た

25 

現
役
か
ら
退
く
こ
と
。
政
界

か
ら
○
○
○
○
す
る

26
牛
↓
闘
牛
。
犬
↓
？

28 

何
か
の
○
○
に
と
小
遣
い
を

く
れ
た

30
義
務
の
対
語

31
書
き
物
。
○
○
を
読
む

33 

身
を
も
っ
て
経
験
す
る
こ

と
。
○
○
○
○
談
。
初
○
○

○
○

34
剣
術
つ
か
い
、
剣
客

35 

柔
ら
か
、
ま
た
は
し
な
や
か

な
こ
と
。
○
○
○
○
○
体
操

36 
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
で
勝
負
す

る
こ
と

37 

二
つ
以
上
の
職
務
を
兼
ね
る

こ
と
。
兼
務

10
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
７
年
10
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
セ
イ
ジ

カ
エ
ル
キ
ヨ
ウ
ト
ウ
」
で
し
た
。
各

職
場
か
ら
ハ
ガ
キ
13
通
、
メ
ー
ル
13

通
合
計
26
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
つ
ぎ
の
５
人
の
み
な
さ
ん

に
図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

▼
岡
田
敏
男
（
大
阪
府
職
労
）

▼
田
中
ひ
と
み
（
堺
市
職
労
）

▼
三
浦
由
美
（
東
大
阪
市
職
労
）

▼
石
丸
由
貴
（
高
石
市
職
労
）

▼
有
田
和
恵
（
茨
木
市
職
労
）

応
募
の
方
法

　

「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」「
氏

名
」「
住
所
」
を
書
い
て
、
メ
ー

ル
か
は
が
き
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。
正
解
者
の
中
か
ら
10
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
一

言
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北

区
天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪

グ
リ
ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治

労
連
「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲

間
」
編
集
部

nakam
a@
osaka-jichiroren.jp

応
募
の
締
め
切
り
／
２
月
28
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１

８
年
３
月
号
の
紙
面
に
掲
載

最高補償額大幅アップ

(2018年４月１日効力開始）

掛金1,000円から1,200円へ

２億円1億円

10月号の解答
「セイジカエルキヨウトウ」
ジダイ

　
シヨウキ

アルカリ
　
カイキ

ママ
　
ユゲ
　
ジン

リ
　
シウンテン

　
　
シユツガン

　
エ

リン
　
ウツ
　
コキ

カセキ
　
ギキウデ

イキヨウ
　
トシン

　

昨
年
の
11
月
12
日
、
柏
原
市
放
課
後

児
童
会
の
「
け
ん
玉
大
会
」
が
柏
原
東

小
学
校
体
育
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

柏
原
市
が
財
政
難
を
理
由
に
、
市
主

催
の
大
会
を
中
止
に
し
て
か
ら
10
年
以

上
た
つ
中
で
、
一
昨
年
組
合
員
が
中
心

と
な
り
、
指
導
員
と
保
護
者
会
で
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
開
催
し
、
２
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
児
童
は
90
人

を
超
え
、
保
護
者
と
指
導
員
合
わ
せ
て

２
５
０
人
の
参
加
で
し
た
。

　

に
ぎ
や
か
な
中
に
も
真
剣
な
表
情

で
、「
学
年
別
」・「
部
門
別
」・「
モ
シ

カ
メ
」
の
３
競
技
に
取
り
組
み
、
保
護

者
参
加
競
技
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

交
流
と
な
り
ま
し
た
。

真剣な中にも和気あいあいと
けん玉大会に250人が参加

柏原学童保育
指導員労組( )

「ろうそくトントン相撲」の親子対決に盛り上がりました

先生のアドバイスを真剣にきく部員たちできあがったお正月飾り

１

 

２

 

３ ４

 Ｄ
５

 

６

 
７ ８ ９ 10 11 12 13

 Ａ
14 15

 Ｈ

16

 

17

 

18

19

  Ｂ

20

 Ｆ

21 22

 
23

 Ｉ  

24 25

  Ｌ
26

 

27 28 29

30

 

31

 

32 33

 Ｃ
34

 Ｊ

35

 Ｋ
36

 Ｇ

37

 Ｅ

　

12
月
６
日
に
毎
年
恒
例
の
婦
人

部
手
作
り
教
室
（
お
正
月
飾
り
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
保
育
士
Ｏ
Ｇ
の
中
村
恵

子
先
生
。
15
人
が
参
加
し
、
全
員

で
ワ
イ
ワ
イ
と
に
ぎ
や
か
に
。
世

界
で
ひ
と
つ
の
作
品
が
仕
上
が
り

「
簡
単
で
楽
し
か
っ
た
〜
」
と
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
参
加

で
き
な
い
け
れ
ど
作
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
部
員
に
は
、
同
じ
職

場
の
部
員
が
材
料
を
持
ち
帰
っ
て

教
え
て
い
ま
す
。

　

作
品
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
日

頃
交
流
の
な
い
仲
間
と
か
か
わ
れ

る
良
い
機
会
な
の
で
、
来
年
は
も

っ
と
参
加
者
が
ふ
え
て
ほ
し
い
な

〜
。
そ
れ
に
は
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
が
一
番
大
事
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

仲
間
と
い
っ
し
ょ
に

楽
し
く
作
っ
て 

楽
し
く
交
流

 

　
　

お
正
月
飾
り
手
作
り
教
室
松原市職労
婦　人　部( )


